
 

 

 

 

 

 

2024年末手当満額回答！ 組織強化・拡大！！ 

■基礎控除と給与所得控除額で 103万円の壁とは？ 

 基礎控除とは、個人の所得のうち、本人の最低限度の生活を維持するために必要な部分

は担税力を持たないと考えられることからで、最低限の所得部分には税金を課さないよう

にして納税者の生活を保障するためにあります。 

2020年（令和 2年）度分まで一律 33万円であったものが、2021年（令和 3年）度分か

ら見直され、所得金額により分けられ合計所得金額が 2400万円以下の者は、43万円とな

っています。 

 給与所得控除額は、給与等の収入金額に応じて算定され給与収入から控除される、いわ

ゆる「概算経費控除」であるが、年間の給与収入 162.5万円以下の者の場合、2020年分以

後は 55万円となっていて、基礎控除と合わせて 103万円が壁になっているという事です。 

 諸外国では、アメリカは基礎控除 61万＋給与所得控除 219万、イギリスは基礎控除 214

万（給与所得控除は 0）、ドイツは基礎控除 143万＋給与所得控除 20万、フランスは基礎

控除 160万＋給与所得控除 8万という事で軒並み、日本よりも高いということで見直しを

しようと話題になっているという事なのです。 

 

・頑張っている人が報われますようにと思っています。 

・累積黒字となっているので、夏季手当より増えていることを希望しています。 

・がまん、我慢、して来たのでもう良いでしょう、社員が納得出来る数字を出して下さ

い。社員の頑張りで黒字になって来てます。友人、知人にちょっと自慢出来る数学をく

ださい 

・会社はいろいろ言ってくるでしょうが頑張って下さい、出来れば 2.65から 2.7希望して

います 

・物価高、光熱費やガソリンの高騰と出費が多くボーナスも毎月の支払いにあてている状

況なのでそれを踏まえてよく考えて支払いをして欲しいです。 

・休日出勤も行い、会社の施策にも積極的に応じているつもりです。ですが、各組合の交

渉にも誠実に応じている感じもしない、だからと言って社友会も役に立たない、結局は

同業他社や転職しかないという事でしょうか？ 
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